
 徳島県地域医療介護総合確保基金事業 

―ＡＷＡナースサポートセンター事業― 

 

 ＡＷＡナースとは 

ＡＷＡナースとは、業務に精通した退職後の看護職をいう。業務に精通したとは、徳島県看護

協会主催の研修等を受講し、または実務において、在職中に力量を発揮した看護職をいう。 

 

１ 事業概要 

１）背景 

①求人施設側は、未就業看護職の情報把握が難しく看護職の確保が難しかったが、「看護師等の

人材確保の促進に関する法律（人確法）」の改正（平成２６年６月公布、平成２７年１０月施

行）により、ナースセンターから看護師等免許保持者に対する復職に向けたアプローチがよ

りしやすくなった。 

②退職後の看護職は、自身のライフサイクルやスタイルに合わせた柔軟な働き方を選択し、経

験や専門性を生涯セカンドキャリアとして活かしたいと考えている。 

③医療機関の在院日数の短縮化や、平成２６年度介護保険法改正により、今後、特養や居住系

サービスでは医療ニーズの高い利用者割合の増加が予想される。 

④特養や居住系サービスの看護職員は配置数が少なく、研修のために長期間職場を離れること

が困難なことから、利用者の重度化に伴う医療ニーズ対応や、認知症対応のスキルアップの

機会に恵まれていない。 

 ２）目的 

   ＡＷＡナースサポートセンター（以下「サポートセンター」という）に登録したＡＷＡナース

に活躍できる場を提供することで、看護職の生涯活躍を支援し、地域における看護の質向上、

人材不足の緩和を図る。 

 ３）内容 

    ＡＷＡナースのサポートを希望する医療・介護施設、訪問看護ステーション等（以下「依頼

施設」という）とＡＷＡナースの活動をコーディネートする。 

４）有効性 

①業務に精通した看護職の生涯活躍を支援でき、看護の質向上に貢献できる。 

②病床機能が変化する中、特に在宅医療体制の確立に寄与できる。 

③自宅や地域で療養したいという県民のニーズに応えることができる。 

 

２ 計画 

１）事業展開場所 

サポートセンター事務局を徳島県看護協会内に置く。 

２）実施期間 

平成２９年度より３年計画で実施する予定。 

３）年次計画 

（１）平成２９年度 

① ＡＷＡナースサポートセンター事業あり方検討会の設置・運営 

② 周知のためのパンフレット作成 

③ 先行事例および本事業説明会の開催 

④ ＡＷＡナース登録の推進 

⑤ 依頼施設の申し込み推進 

⑥ 事例報告会の開催 



（２）平成３０年度 

① ＡＷＡナースサポートセンター事業運営委員会の設置・運営 

② ＡＷＡナース登録の推進 

③ 依頼施設の申し込み推進 

④ 事例報告会の開催 

（３）２０１９年度 

① ＡＷＡナースサポートセンター事業運営委員会の運営 

② ＡＷＡナース登録の推進 

③ 依頼施設の申し込み推進 

④ ＡＷＡナース交流会の開催 

⑤ 事例報告会の開催 

⑥ 事業活動報告書作成 

 

３ 実施方法と手順 

１）ＡＷＡナースの登録申請、事前準備 

ア  サポートセンター事業の意義について、理解し承諾した看護職は、「ＡＷＡナース登録申

請書」（様式１）に必要事項を記入し、サポートセンターに送付し登録申請を行う。 

イ 看護職賠償責任保険加入については、サポート依頼を受け直接ケアを行う場合には加入

しておくことが望ましい。 

２）依頼施設の申込み 

   ア 依頼施設は、サポート依頼内容を明確にし、「ＡＷＡナース活用申請書」（様式４－１・

様式４－２・様式４－３）に必要事項を記入して管理者を通してサポートセンターに申

込む。 

イ 依頼の概要は、個人情報の取り扱いに十分注意して、個人が特定できる内容は記入しな

いようにする。 

３）サポートセンターの役割 

ア サポートセンターからＡＷＡナースに「ＡＷＡナースサポート依頼書」（様式２）と「Ａ

ＷＡナースサポート承諾書」（様式３）を送付し、ＡＷＡナースは事業の内容を確認の上、

承諾書に署名し、サポートセンターに返送する。サポートセンターは、承諾書を保管す

る。 

   イ 依頼施設は、ＡＷＡナースが患者及び利用者（「以下患者等という」）へ直接ケアを行う 

等、必要時「ＡＷＡナースサポートセンター事業患者等同意書」（様式８）や「ＡＷＡナ

ースサポートセンター事業主治医等承諾書」（様式９）を得ておく。 

 ４）ＡＷＡナースの実践 

   ア ＡＷＡナース及び依頼施設は、事前に助言・指導内容等の情報共有や訪問日時・交通手

段・謝金・交通費等の話し合いを双方で行う。 

イ ＡＷＡナース及び依頼施設は、｢事業実施上の留意点｣を熟読し実施する。 

ウ  ＡＷＡナースと依頼施設はサポート実施後に情報共有を行う。 

５）報告書作成 

ア ＡＷＡナースは、依頼施設との初回打ち合わせについては、「ＡＷＡナースサポートセン

ター事業初回打ち合わせ報告書」（様式５）を記入し、サポートセンターに送付する。 

イ ＡＷＡナース及び依頼施設は、サポート終了後に｢ＡＷＡナースサポートセンター事業報

告書｣（様式６、様式７）を記入し、サポートセンターに送付する。 

６）ＡＷＡナースへの謝金・交通費等の支払いについて 

ア  依頼施設は、ＡＷＡナースに謝金や交通費等を支払うものとする。詳細については、双  

  方の話し合いで決める。 

７）報告会での発表及び参加 



ア ＡＷＡナース及びサポートを受けた依頼施設担当者は報告会に参加し情報を共有すると 

  ともに、サポートセンター事業の評価を行う。  

４ 事業実施上の留意点 

１）ＡＷＡナースが留意すること 

① 実施前に依頼施設と情報共有を行い、依頼内容を理解する。 

② 依頼施設担当者とサポート実施に関する日時・交通手段・謝金・交通費・留意点等の打ち

合わせを行う。 

③ サポートした患者等と依頼施設の看護師との信頼関係を壊さないよう配慮をする。 

    （患者に挨拶をする、患者や家族等の前で医療・介護施設等看護師の行為に対して否定的

な発言をしない） 

④ 守秘義務を遵守する。 

⑤ 看護職賠償責任保険制度の加入は任意であるが、直接ケアを行う場合は加入しておくこと

が望ましい。   

２）依頼施設が留意すること 

① 依頼内容を明確にしておくこと。 

  ＡＷＡナース活用の目的、ＡＷＡナースの役割等 

② 必要時、事前に患者等に説明し同意書を貰っておく。 

③ 必要時、主治医等に説明し、承諾を得ておく。 

④ 施設管理者を通してサポートセンターにサポートを申し込む。 

⑤ 実施前にＡＷＡナースへ依頼内容について情報交換を行う。 

⑥ 実施に関する日時・交通手段・謝金・交通費・留意点等の打ち合わせは、ＡＷＡナースと

直接行い、相談の上決定する。 

  

 


